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2010年度は、学部１年生85名、学士編入14回生20名、ならびに大学院博士前期課程（修士課程）42名（看護学専攻

23名、ウィメンズヘルス・助産学専攻19名）、博士後期課程11名、合計158名の新入生を迎え、本学のミッション実現

のために精力的に教育研究活動が行われた。

2010年度の学部一般入学試験において辞退者が予測を大幅に下回り、新入学生が入学定員の1.34倍を超えたため経

常費補助金の不交付問題が浮上した。対応の結果、補助金取扱要領の一部改正によって本学は救済されることとなっ

た。しかし今年度の補助金は大幅に減額され、厳しい大学経営を余議なくされた。

「カリキュラム2011」プロジェクトを中心に検討した学部のカリキュラムは最終案をまとめ、カリキュラム改正の

変更承認申請を行い受理された。したがって2011年度入学生より新カリキュラムが適用されることとなった。さらに

保健師国家試験受験資格取得を選択制とすることも承認された。大学院教育では、アドミッションポリシーを明文化

しホームページに公開した。基礎系看護学Ⅱに遺伝看護学を新設するとともに、厚生労働省による特定看護師（仮称）

養成調査試行事業に、小児看護学、老年看護学、精神看護学、在宅看護学、周麻酔期看護学の各上級実践コースが参

加した。また単位取得に課題がある学生が増加傾向にあるため、再試験や再履修等について明文化した。

WHO プライマリヘルス看護開発協力センターは、創設20周年を迎えた。そのため2011年１月21日の大学創立記念

式において記念シンポジウムを開催した。

看護実践開発研究センターは活動を強化するため改組を行い、聖路加・テルモ共同事業も含めて市民サービスの推

進をはかり地域に定着している。

大学史編纂・資料室は、史料・資料の収集を行うとともに、貴重な展示企画が催された。

本学の重要な活動を担う委員会活動では、広報委員会がオープンキャンパスをリニューアルし参加者の増員をもた

らした他、大学ホームページに Contents Management System を導入したプログラム導入を企画した。FD・SD

委員会は、FD マップを作成し、大学経営のあり方をテーマにするなど意欲的な研修を実施した。募金活動委員会は、

「サポーター制度」の導入計画を立案した。

2010年度の終結は衝撃的であった。2011年３月10日に修了式・卒業式を終えた翌日、３月11日14時46分、マグニチ

ュード9.0の東日本大震災が発生した。それに続く大津波、福島第一原子力発電所事故による放射性物質の漏出で、

日本は未曾有の大災害に直面した。幸い本学の学生・教職員に大きな被害はなく、校舎も無事であった。３月11日は

帰宅困難者約70名が学内で宿泊した。早急に防災対策を行う必要性がある。

学校法人としての財政基盤や法人事務局の体制を含めた将来構想計画の検討を始めたい。

2011年３月31日

聖路加看護大学学長 井 部 俊 子

序 文
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W hat Is M y Vision

ofthe Future?

将来のビジョンは何か

IfM y Vision Succeeds,
How W illlDiffer?
もしこのビジョンが実現ずれば
どのように変わるのか。

(期待される結果）

W hat Are the

C riticalSuccess Factors?

決定的な成功要因は何か。

（活動方針）

W hat Are the

C riticalM easurem ents?

決定的な評価指標は何か。

（評価指標）

健全な大学経営指標 ①・学生からの科目評価とカリキ
ュラムへの反映

・卒業生のフォローアップデー
タの蓄積

・「特待生制度」の確立
②・認定看護師・認定看護管理
者

コースの評価
・ナースへの支援プログラムの
評価

③・志願者数の増加
・入試の多様化の検討と提案

④・るかなび、ナースクリニックの
利用状況と評価
・テルモ共同事業評価

⑤積極的な広報戦略の実施評価

①・教育サービス評価
・研究活動実績（年報）
・情報基幹回線の更新
・ホムページの刷新

②・ＦＤ/ＳＤ研修評価
・「カリキュラム２０１１」プロジェ
クトの成果

③計画の実行と評価
④危機管理計画の作成

①助産施設の開設準備
②大学院の教育課程の評価
③事業報告
④教職員評価事業結果の評価

①経営データの開示により財務
状況の理解を高める

②学納金以外の収入増をはかる
補助金・研究費の獲得
＊研究費と教育予算のバラン

ス
③決定プロセスの透明化によっ
て
計画的予算配分を行う
・経常費補助金削減への対応
・募金活動の強化

④データにもとづき、節約できる
資源を決め、実行する。

①教育課程の充実と研究成果の
反映、学習へのサポート体制

②継続教育、卒後教育の提供
③効果的なアクセスと情報交換
を行う(ホームページ、オープン
キャンパスの充実）

④市民の健康ニーズに応えるた
めの活動を行う（新健康カレッ
ッジ）

⑤雑誌、新聞等のマスコミを活用
した情報発信

①・教員組織と事務組織の連携
強化

・効率的な委員会活動と連携
・表彰制度・「オープン学長室」
の活用

・情報基盤・ネットワークの整備
・教育環境システムの更新･強化
・積極的な広報活動

②・教職員のニーズにもとづいた
研修プログラムの立案と実行

・授業内容の共有化
③・年史編纂・資料室の活動
・歴史資料の蓄積と公開
・自校教育の導入

④危機管理室の活動

①聖路加助産施設への教員の
関与と教育へのフィードバック

②高度実践看護師の養成コース
の拡充強化

③・がんプロネットワークによる
人材育成の強化
・学術交流協定校との連携
事業

④教職員評価の試行
⑤若手研究者の海外派遣

教育環境を支える財源の獲得と
持続

本学が働きかける「対象」を

①学生、大学院生・その家族
②看護専門職
③高校生、高校教員、予備校生
④一般市民
⑤マスコミ等 社会 ととらえ、

看護学の実践と応用を享受でき
る

①・適切な教育理念の提供
・教育サービス、研究活動を
サポートするための組織化

・学生相談の充実
・友好的で自由な組織風土

②ＦＤ/SDの充実
③アーカイブの集積と活用
④危機管理体制の整備

①医療・看護の現場との組織的
な連携強化

②医療の課題解決に向けた
大学院の充実

③国内他機関、海外機関との
連携強化

④教職員の活動支援

内部プロセスの視点 イノベーションと学習の視点

財務の視点 顧客の視点 M anagem ent Process Innovate and G row

ビジョン 組織理念

本学は、広い基礎学問に基づいた柔軟で創造的な実践力をもち、相手を尊重し品格
のある態度を身につけ、看護をリードし、未来の社会を支え、よりよいものとする「21
世紀型市民」として社会に貢献する人材を育成するために、教職員個々が役割モデ
ルとしてよき教育環境を提供する

To M y Shareholder To M y C ustom er W ith M y Internal W ith M y Ability to

ミッション 組織の存在目的や事業

本学はキリスト教精神を基盤として、看護保健の職域に従事する看護専門指導者の
育成を目的とする。
即ち治療予防保健指導の各面に必要な看護に関する科学的知識を養い、技能の熟
達を図り人格の涵養につとめ指導者としての能力をたかめ、学術を中心とした看護の
実践と応用によって看護および看護教育の進歩発展に寄与し、もって国民の福祉に
貢献することを使命とする

2009/05/13 ver３

2010年度聖路加看護大学 重点活動計画

＊上段と下段の番号は関連しています。

・重点活動計画
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2010年度 学事暦

年 月 日 大 学 行 事 教授会・委員会など

2010年

４月 6日（火）

7日（水）

9日（金）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

17日（土）

20日（火）

21日（水）

学部入学式・始業式

新入生オリエンテーション（～8日(木)）

新入生オリエンテーション・セミナー

（清里・清泉寮～10日(土)）

学部授業開始

大学院入学式・開講式

大学院オリエンテーション（～16日(金)）

大学院授業開始

教授会

研究科委員会

看護教育会議

５月11日（火）

15日（土）

18日（火）

20日（木）

26日（水）

27日（木）

28日（金)

修士論文研究計画書締切

消防訓練

教授会

研究科委員会

常任理事会

ミセス・セントジョン記念日

理事会・評議員会

６月 2日（水）

5日（土）

8日（火）

11日（金）

14日（月）

15日（火）

26日（土）

体育デー（中央区立総合スポーツセンター）

補講日

総合看護・看護研究Ⅱ計画書提出締切

総合実習(６/14～７/23)、養護実習(６/14～７/16)

大学説明会（オープンキャンパス）

教授会

研究科委員会

７月10日（土）

13日（火）

17日（土)

20日（火）

21日（水）

23日（金）

26日（月）

30日（金)

31日（土）

修士・博士論文提出締切

補講日

修士課程学内推薦入学試験

前期試験期間（～30(金)）

授業終了

大学説明会（オープンキャンパス）（～8/1(日)）

教授会・臨時研究科委員会

研究科委員会

看護教育会議

修士課程学内試験判定会議

夏季休暇 ８月１日 ～９月30日 大学一斉休暇 ８月13日～18日

８月10日（火） トイスラー記念日

９月 2日（木）

7日（火）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

21日（火）

22日（水）

24日（金）

25日（土)

28日（火)

29日（水)

30日（木)

看護援助論Ⅳ実習（～14(火)）

修士課程入学試験（前期）（ ～16日(木)）

臨地実習オリエンテーション（ ～17日(金)）

臨地実習（～２/18(金))

野外活動実習（ ～25日(土)）

学士編入学試験

大学院論文発表会・学位授与

臨時研究科委員会

教授会

修士課程入試選考判定会議

常任理事会

聖路加看護学会

学士編入学試験選考会議・臨時教授会

理事会・評議会
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年 月 日 大 学 行 事 教授会・委員会など

10月 1日（金）

2日（土）

7日（木）

12日（火）

19日（火）

20日（水）

26日（火）

〃

30日（土）

後期授業開始

認定看護師教育課程１次募集入学試験

合同防災訓練

博士後期課程入学試験（ ～21日（木））

白楊祭（ ～31日（日））

臨時研究科委員会、教授会

研究科委員会

臨時研究科委員会 [博士後期課程入試判定会議]

拡大研究科委員会

11月 1日（月）

4日（木）

9日（火）

16日（火）

27日（土）

学生ふりかえ休日

推薦入学試験

生涯発達看護論Ⅱ見学実習（～19日(金)）

補講日

推薦入試選考会議・教授会

研究科委員会

12月10日（金）

14日（火）

16日（木）

21日（火）

22日（水）

24日（金）

25日（土）

修士論文研究計画書提出締切

総合看護・看護研究提出締切

クリスマスの集い

クリスマス・イヴ礼拝

クリスマス礼拝（聖餐式）

教授会

研究科委員会

冬季休暇 12月23日～１月10日 大学一斉休暇 12月29日～１月３日

2011年

１月 4日（火）

8日（土）

11日（火）

18日（火）

21日（金）

22日（土）

25日（火）

31日（月）

新年礼拝

博士論文提出締切

授業開始・博士論文研究計画書発表会

大学創立記念式典・祝賀会、表彰式

補講日

大学創立記念日

修士論文提出締切

教授会

研究科委員会

２月 1日（火）

2日（水）

3日（木）

8日（火）

9日（水）

14日（月）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

18日（金）

21日（月）

22日（火）

〃

24日（木）

25日（金）

学部１次入学試験

学部１次入学試験発表

学部２次入学試験

学部２次入学試験発表

学部後期試験（ ～18日(金)）

修士論文審査・最終試験（ ～19日(土)）

学士編入生看護援助論Ⅳ実習（～26日(土)）

博士論文発表会

学部入試１次選考会議、臨時研究科委員会

学部入試２次選考会議、教授会

研究科委員会

看護教育会議

常任理事会

臨時研究科委員会、

臨時教授会【卒業生単位認定】

理事会・評議員会

３月 2日（水）

3日（木）

8日（月）

〃

9日（水）

10日（木）

14日（月）

15日（火）

22日（火）

24日（木）

修士課程入学試験（Ⅱ期）

修士論文発表会（修論・上級実践）（～４日(金)

卒業式・修了式予行演習

卒業式・修了式

修士課程入学試験Ⅱ期判定会議

科目等履修生選考会議、教授会

FD・SD 研修会

研究科委員会

臨時教授会【在校生単位認定】

教育会議、教職員歓送迎会

・学事歴




